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調査報告書：就業支援機関・訓練教育機関回答編   

§3．調査集計の概要  

1．就業支援機関・訓練教育機関編   

本章では、知的障害のある人の支援や訓練教育に関わる機関や学校等から回収された回答をもとに、訓練教育系機関（障害者職業能力開発校、障害  

者職業能力開発施設、公共職業訓練校、就業・生活支援センター、雇用支援センター）、就業支援系機関（就労移行型施設、就労継続型施設、多機能型  

施設、生活支援センター、授産施設）、学校教育系機関（重蔵学校、苗・建学校、特別支援学校、専門学校）の三形態に分類し、それぞれの機関や形態  

ごとに、知的障害のある人の資格免許の取得実態及びこれに関する取り組み実態について報告する。  
■一‘…ハm】肌‖】…】‖山一 

事業種別  囲2 回答先の  

就労移行  
授産施設．施設．2′その他．7  

（D回答先の事業種別構成   

回収した回答176件を、訓練教育系・就業支援系・学校  

教育系に分類した統計が図1である。さらに、回答の施設  

や校・機関等を事業種別毎に分類した統計が図2である。   

資格免許の取得に関する調査ということで、学校教育系  

と訓練教育系機関からの回答が多い反面、就業支援系機関  

からの回答が少ないのが目立っている。なお、図2のその  

他は、盲学校3件、聾学校2件、専門学校1件、地域生活  

支援センター1件であった。  

②魂二葉科目（複数回答）   

図31、図4、図5は回答を訓練教育系・就業支援系・  

学校教育系に分類し、それぞれの機関や校が行なう訓練教  

育の事業科目の椛成を示したものである。回答は、施設や  

校などで事業科目を複数設定していることが考えられるた  

め、複数回答にて得た回答を集計した。   

訓練教育系（図3－1）では、複合作業系（食品加工・  

物流・組立加工・事務・販売など複数の訓練科目を設置、  

又は関連機関にて複数の作業訓練を並行して実施している  
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調査報告書二就業支援機関・訓練教育機関回答編   

‘…肝ゝ－…m刷…′、肌－－…～－】㌦m……、】椚一VW‖［〟‖′【…’ 

1  ・、・－ ト、∴・ニーてl†・t ：h・－、、・‾√ も：い、1．．∴・‥‾こ‥  図28 就労に向けて邁枯免許取得以外に必要な事項（学校数百系）  

無音己人   
家族や保粗肴等の理解と地力  

就茶・生活支援挺附のネットワーク  
寧桑主からの勤務条件   

翠薬主の陣智者屈用への理解  
鋤く本人の生活餉要素  
1動く本人の社会的蚕桑  

倣く本人の輔禅的要紫  
鋤く本人の拾菜能力的要素   

無詑入   
家族や保識者等の理解と協力  

就薬・生活支埋撼閻のネットウーーク  
軍某主からの勤務条件   

事案主の陸軍看尾用への理解  
働く本人の生活的要素  
働く本人の社会的要素  
働く本人の精神的要窯  

働く本人の隕基能力的要燕  
励く本人の作業能力的要常  即事人の作英能力的蚕桑  

L〉．【椚【▼…肝．山……肝、、＿れm【 50  100   150  20D   250  
5（】  100  150  200  250  

は何か？」の問いに対し、各形態からの回答を産業分野別に集計したデー  

タが、図25，26，27である。   

第一次産業では、回答数は僅かながら主として体力を必要とする作業が  

多く、固から読み取れる通り、どの産業分野でも職業能力的要素（※1）  

が最も多く、次に精神的要素（※2）、社会的要素（試さ3）が求められている。   

第二次産業では訓練教育系・学校教育系・就業支援系ともに職業能力的  

要素が高く、次いで訓練教育系及び就菜支援系では、作業能力的要素（※  

4）と精神的要素を挙げられているが、就業支援系を見れば、作業能力的  

要素よりも生活的要素（誉‡5）が重要視されると考えていることが伺える。  

この要因として、各形態で就労に向けた関わり方、指導や支援の方法の遠  

いにより必要事項の捉え方が異なる結果となっているものと思われる。ま  

た、訓練教育系では作業能力的要素の回答が高くなっている。これは、工  

図27 就労に向けて資格免許取得以外に必要な事項（就業支援系）  

無回答  
家族や保粗肴等の理解と協力   

就黍・生活支援機㈲のネットワーク  
邸茶主からの勤務条件  

寧養生の陣容者雇用への理解  

働く本人の生活的要素  
鋤く本人の社会的要乗  
働く本人の精神的蚕桑  

伽く本人の轍架能力的要栗  
働く本人の作菜能力的重来  

5  †0  15  20   25  30   35  

業（製造業）や建設業などの職種は、ある時間又は期間内で一定の生産性や成果をあげることを要求される職種であるため、採用時にすでに所定作業  

の遂行力が備わっていることが求められている、と考えているものと思われる。   

一方、第三次産業①②を見れば、就業支援系第三次産業①のデータは0であるものの、訓練教育系・学校数育系・就業支援系ともに社会的要素につ  
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調査報告書：就業支援機関・訓練教育機関回答編  

ぼ同数となっている。  
図30 資格免許の取得から得られる効果  
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⑰資格免許取得から得られる効果   

さらに、知的l腫害のある人が資格免許を取得することで得  

られる効果について、自由記述にて得た回答を分類し図30に  

まとめた。各形態に共通して、資格免許を取得することは「職  

務内容や労働条件に効果がある・本人の意欲向＿1二心に効果が  

ある・社会的に効果や意義がある」が大変多く回答を得てい  

る。これには、知的障害のある方で免許や資格を取得する方  

が少数であったこと、又は取得できる環境になかったことに  

対して、様々な訓練や教育環境の変化に伴い、資格免許を取  

得する方が増加すると思われる「可碓性」と取得できる環境  

が整備されていくであろう「期待」も含めて回答されている  

ものと思われる。  

離野■  

⑩特技が及ぼす効果   

一九 今回の調査では、主として資格免許の取得に関して  

調査するものだったが、その人の個性や能力を表現するもの  

として、資格や免許とはやや異質なものとして「特技」も挙  

げられることから、前述設問と同様に「知的障害のある人が  

有する特技が及ぼす効果」について問いを設定し、得られた回答を図31にまとめた。これによれば、就業支援系の回答は少ないものの、訓練教育系や  

学校教育系では、生活の質的向＿とや社会啓発と仕事の油力において効果が期待できる回答を得ている。これには、特技によってその人の人間性を育て  

それを社会が認めていくプロセスについて期待を求めている意味も含まれているように思われる。  
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調査報告書：事業所勤務又は就業支援機関や訓練教育機関を利用する本人回答編  

⑥資格を活用した就労希望   

図8は資格を所持する人に対し  

「資格を活用した就労希望」につい  

てまとめたものである。「チャンス  

があればしたい」「すごくしたい」  

を選んだ資格所持者の割合は、訓練  

教育系では80％、就業支援系・学  

校教育系ともに92％と、全体的に  

取得している資格を生かした仕事   

図10 資格免許の取得希望  
（訓練教育系）  

図11資格免許の取得希望  
（学校教育系）  

無回答  

図12 資格免許の取得希望  
（就業支援系）  

取りたく無回答  
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図14 今後、取得したい資格免許（各種遷幸云免許）  

結果となっている。  
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覿墓室廷丞  ＝：＝＝！旦壷套董壷妄  ⑦資格免許を取得する  

ことによる期待   

図9は、資格免許を  

取得することによって  

期待することをまとめ  
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ること」が共通して上位を占めており、資格を取得することによって、働く条件の改善  

が期待でき、そのことがさらにモチベーションの向上や自信を持つことに繋がっている  

ものと思われる。  
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調査部告蕃：事業所勤務又は就業支援機関や訓練教育機関を利用する本人回答編  

⑩資格取得を希望しない理由   

前述⑦、図10～12の資格取得希望の有無について「どちらでもない」「取  

りたくない」の回答者を対象に、なぜ資格免許を取得したくないのか、消極  

的なのかを図17にまとめた。訓練教育系では「資格・免許を取るよりまず  

は就職することが大切」が他の理由よりも多数の回答があり、園16の結果  

とは対照的な結果になっていることが特徴的である。  

図19－1特技t趣味の資格所持状況（特技・趣味的）  

ロ就業支援系  
田学校数育系  
図訓練指導系  

裁縫  

スポーツ系  

鉄道関係  

語苧系   

（寄道・花道■茶道）  

⑪特技や趣味に関する資格の所持と活用状況   

図18は特技や趣味に関する資格の所持状況をまとめたものである。就労  

に必要な資格所持状況とは対照的な結果となっており、実務として必要な資  

格免許と、趣味や特技等就労とは直接関連しない資格との、取得に対する意  

識の違いが明らかに表れている。   

図19－1～2に僻技や趣味の資格を所持している人の資格種別についてま  

とめた。調査票の質問意図の不明確さにより、特技や趣味のとらえ方が統一・  

できず、特技関連の短絡に就労に関連する資格免許も混在する結果となった。  

図19－1の通り、全体的に語学系資格（英会話・中国語会話・挟宇検定など）  

と日本文化系資格（書道・花道・茶道）に関する資格取得者が多いのが特徴  

的といえる。  

0  2  4  

9－2 特技や趣味に関する資格の所持状況（その他）  
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図21特技や趣味に関する資格の取得理由  

無回答km  
なんとなく   

友達の中で話題になる≡  

図20 特技や趣味に関する資格の活用法  
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調査報告書二事業所勤務又は就業支援機関や訓練教育機関を利用する本人回答編  

とからも、特技や趣味は「生活の質的向上と充実感や仕事への活力」を得  

るために必要な事柄であると考えていることがわかる。  

⑬就職に関連しない資格の取得希望とその理由   

図23、24、25は就職に関連しない資格の取得希望とその理由を集計し  

たものである。前項⑪では特技資格を取得することのメリットをあげたも  

のの、回答の全てを対象に「就職に閑適しない資格の取得希望」を質問し  

たところ「特技や趣味を高めたい」34件、「興峡があった」31件という   

理由で、次の機会には「ぜひ取りたい」「チャンスがあれば取りたい」な  

ど、資格取得に積極的な回答が100件に対し、「特技や趣味は資格無しで  

も楽しめる」51件、「興味のある趣味や特技がない」22件、「英化しいこ  

とにチャレンジするのが苦手」22件を理由に、「どちらでもない」「取  

りたくない」が118件と約55％が消極的な回答となっている。   

一方、「ぜひ取りたい」「チャンスがあれば取りたい」の回答者を対象  

に「どのような資格を取得したいか」を集計したものが図26－1～3であ  

る。調査票の質問意図の不明確さにより、特技や趣味のとらえ方が統一で  

きず、特技関連の資格に就労に関連する資格免許（図26－3他各回に）も  

混在する結果となった。   

図26－1の特技・趣味的な資格では、語学系の資格が多数を占めている  

一方で、「スポーツ捌各」や「日本文化」に関する資格を希望する人もお  

り、充実した休日を過ごそうとする姿勢や意識を読み取ることができる。  

また、図262では「普通自動車免許」が多数を占めているが、これは趣  

味や特技だけでなく、日常生活のl＝l＝lでの移動手段としての必要性から免許  

取得を希望されているものと思われる。  

図26－3 特技・趣味資格の取得希望（事務系他）  

□就業支援  無回答  
不明  

その他  
販売士  

介護・ヘルパー  
PC表計算   

PCワープロ   

PC情報処理  
山 く、、ンく、、′Jく、ヽ′∧J 【  転那闇 クゝ父L～ニー炊1くべ  

学校教育  
訓練指導  
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調査報告書：知的障害のある人を雇用する事業所匝巨答編   

のぽっている。 さらに、知的障害のある人の障害程度を分帰したものが図3である。全国重度多数雇用事業所からの回答が中心となっていることから  

重度の方の雇用が約47％と全体の約半数近くにのぼっている。  

②知的障害のある人の主な職務（複数回答）   

図4は、雇用する知的障害のある人の主な作業内容を職務分類としてグループ化し、それに従事する人数につ  

いてまとめたものである。この統計から製造現場作業が877人と図1にも示されている通り、リネンサプライの  

現場作業をはじめ、製造業関連の作業にて多くの人が従事していることがうかがえる。なお、具体的な職務内容  

については表1（別添資料）に示す通りである。  

③職務遂行上必要な資格の有無と資格孝．称（複数回答）   

図5、6は回答事業所において職務に携わる上で必要とされる資格や免許の有無についてまとめたものである。  

この統計から、全体のgO％もの事業所が職務遂行上資格免許の所持を必要としない回答が多い中で、僅かながら  

その他製造業でフォークリフト資格やリネン業でクリーニング師資格の所持を必要と回答している事業所が数社  

含まれている。また、蓑2は職務に従事する上で必要な資  

格があるとl亘l答された事業所の回答からその内容と取得実  

遣をまとめたものである。調理師資格など一－・郎で資格免許  

の取得実損のない事業所があるものの、ほとんどの事業所  

からフォークリフトやクリーニング師など、必要資格を取  

得している人がいるという回答を得ている。  

無回答  
不明  

農業畜産  
リネン業  

サービス黄   
金融不動産業   
その他製造業  
プラ製造業  

精密部品製造業  
食品製造業  
金属加工業  
印刷紙工業  

（む資格免許所持者の取得方法（複数回答）   

衷3は資格免許を所持する人がいると回答した事業所  

10社に対して、その資格免許の取得方法についてまとめ  

たものである。この表から、会社が何らかの理由により、  

資格免許の取得の為に講習会等の受講を勧めてい ること  

がうかがえる。  

29   
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調査報告書：知的障害のある人を雇用する事業所回答編  

⑥資格免許取得について  

の事業所の方針（複数回  

答）   

囲7、8は、知的障害の  

ある人が資格免許を取得  

することに対して、回答事  

業所109社ではどのよう  

に考え、どのような方針で  

臨んでいるのかについて  

表4 資格免許を取得させた：哩由  

理  由   リフト   ニング   
クリー  建託士   玉粗け   運転免  損保初  蒋記   動力プ  

ポイ7   

級懇通  4・3級  レス機械  

ガス溶   
合計  

2級   技能   許  接   

本人（保護者）から取得希望  
2   

職務従郡の上で必要   
5  1  9   

当社内のキャリアアップのため  3   

本人の自イ言・やる気を高めるため   4   

その他  

無回答  2  

口  5   

まとめたものである。   

これによれば、事業所では資格免許の取得につ  

「－ 、■’－、、“、、「 …’仙‾「 ■〉…h   、   ‾ルh’W【′‘…肝〉′腔′ノ′m  

図8 資格免許の取得に関する方針や考え  

その他 
史格取得を推奨し資格講座を設置している又は検討中  

図7 資格免許取得の推奨  

人命・危険に関わらない資格等に限定すれば推奨する   
資格取得を推奨するが当社で何ら配慮してしlない。  

資格取得しても採用後に活かされているか疑問  
資格取得を推奨し受講に際して配慮する  

衷格免許等の取得は必要ないこと  

資格取得で就労させることより、定着・安定が優先  

資格取得は、障害者就労の啓発に必要なこと  

資格取得で、適性や可能性を見出すことができる  

津椿取得は、就労意欲向上に効果がある  

貿格取得は当社とは無関係。従業員個人の判断  

さ「！   

■■て  
不明  

中立  1．5弘  

■  

L  r  】  

】  
．撤  

弓  推奨する   
57．3㌔  7  さ  F  （   〔  r  

L  

∋  ト  1   i   】  

】  【  弓  【   
⊥1【 」   」 上‖▲．  」  ．．  

0  5  10  15   20   25   30   35  

いて、「推奨する、どちらかといえば推奨する」考えを持っている郭業所が約57％に対し、「推奨しない、どちらかといえば推奨しない」考えを持っ  

ている事業所が約23％と、事業所では資格免許の取得について推奨する意見を持っている事業所が多いことを読み取ることができる。また、図8は事  

業所の意見・考えについてまとめたも〝〕である。「資格取得は当社とは無関係、従業員個人の判断」が33件と「推奨Lない」的な回答を得ている一方  
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調査報告書：知的障害のある人を雇用する事業所回答編  

図11訓練・教育関係機関へ採用前提と  
した資格免許取得の推奨  

無回答．  普通自動   

（9訓練教育機関等に対する採用を前提とした資格免許の推奨   

園11は、回答事業所109社に対し、知的障害のある人の訓練や教育関連施設に、採用にあたり必要  

な資格や免許の取得を勧めたことがあるかについてまとめたものである。これによれば、普通自動車  

免許を薦めたが2社あるのみで、96社が薦めたことがないという回答であった。この結果は、図7、  

8に示した資格免許を取得することに肯定的な意見をもっているものの、現実には烈洛や免許を薦め  

ることよりも、今、その求職者が持ち合わせている作業スキルや社会闇三、対人関係がどの程度、採用  

基至勘こ見合うのかを重要視されていることを示しているものと思われる。  

⑩知的障害のある人を採用する際の着眼点（複数回答）  

事業所が知的障害のある人を採用する際、どのような点に着目して採用を決定するのかについてまとめたものが図12である。   

この隆＝こよれば、基礎学力（読み書き計罪）を着眼点として挙げているのがわずか6件しかなく、精神的要素（※3）が6小件と最も多く求められて  

いる。これは、勤務する中で、他者との関係性や業務に対する安全管理、勤怠管理について、情緒や精神面、目的意識が確立できていなければ、本人  

だけでなく会社全体の勤務や業務に支障をきたし、職場の安心や業務の安定に繋がらないものと考えているためと思われる。また、これを裏付ける要  

素として、ほぼ同数回答の社会的要素（※4）34件と生活的要素（※5）31件が挙げられている。   

なお、職業能力的要素28件（※2）と作業能力的要素（※1）  

23件では合計しても51件しかなく、「作業能力については採用  

後に教育し習得させるもの」という考えが根強いものと思われる。  

これは知的障害のある人の訓縦や教育に携わる立場から見るとや  

や力最不足を感じざるを得ない結果となっている。  

一ノr 

「  図12 知的障害のある人を採用する時の着眼点  

無回答 隠爛撞㈱凋  

読み審き計許等の基礎学力  

作美能力的要素  

暇莱能力的要素  

生活的要素  

社会的要素  

精神的要素  

区≡≡…≡≡≡】  

卜  怨槌滅  
ト  

板紙ぬ  
ト  

■  

※図12、13について、記述回答の内容を区件の項に＝こ分賭した。なお、  

分姫1二項目の詳細は以下の通りである。  
※1．作業能力的要素 （信順鮎・確実鮎・生肘！】ミ・技能習得力）  

※2．職業能力的要素 （会話力・意思伝達力・状況判断力・指示理解力・   
持続力・体力・安全への認識・身体的条件など）  

※3．精神的要窮（情緒明倭定・就労意欲・根気・集中力・忍耐力・構え  

など）  

－、mM 」 …… 」件  
0   10   20   30   4（）  50   60   70   
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調査報告書：知的障害のある人を雇用する事業所回答編   

これは、前述⑥の図6で見られた約60％近い「資格取得について推奨する」という意見に大きく異なる結果となっている。   

さらに、これら42祉から得た記述回答の主旨を分滴しまとめたものが図15である。この図から、知的障害のある人が資格や免許を取得することで、  

社会への啓発、事業所での条件待遇の改善や意識の変革と本人の意欲や向上心に期待できると考えている事業所が多いことがわかる。   

一方、資格や免許の取得ではない観点で、それぞれの特技があることでどのような効果が期待できるかについては、図示していないが、「仕利こ活  

用できる」との回答が3件、仕事への活力や生活の質的向上がそれぞれ1件の回答しかなく、直接的に仕事へ効果を与える資格免許に比べ、特技は、  

仕事とは関連性が低いことから特に多くの同答を得られることなく、関心が低い事項であると思われる。  
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調査報告書：ハローワーク回答編  

1の卸売小売業が高い実紙があるのに射し、図2では接客サービ  

スが少ないのは、卸売小売業にて雇用されているが、図2の物流  

作業がやや高いことから、作業種は物流作業と軽作業にて採用さ  

れているものと思われる。  

③障害者求人における資格免許の条件   

障害者求人（知的障害者に限らない）では、どのような資格免  

許の所持を条件としているのかにまとめたものが図3である。こ  

れによれば、採ノ羽前段階には特別な資格や免許の所持を条件とす  

る事業所は少なく、視覚幡雇のある人が多く就労する鍼灸マッサ  

ージ分野の資格が見られるものの、一般的な普通自動車免許やパ  

ソコン技能を求めている事業所が多いことがわかる。  

④知的障害のある人の求人に求められる資格免許の条件   

一方、知的障害のある人の求人に限定した場合の、資格免許の  

条件についてまとめたものが図4である。この結果によれば、ヘ   

ルパー資格が示すとおり、介護峨については資格所持がなければ  

職務を行うことができないため、条件として挙げられていること  

を除けば、資格免許を必要とする職種は極端に少なくなり、ほと  

んどの事業所で費格免許の所持は必要条件としていないことがわ  

かる。  

回5 求職中の障害のある人が所持する資格  
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終噂樽常礪絆   
⑤求職中の障害のある人が所持する降格免許   

図5は、知的障害のある人に限らず、求職中の障害のある人が  

所持する資格免許で多いものを3つまであげ、その合計について  
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調査報告讃：：ハローワーク回答編  

能力的要素（※1）につ  

いて着目されるという回  

答が極端に少ない一方で、  

職業能力的要素（※2）  

が最も多く、次いで社会  

的要素（※4）や生活的  

要素（※5）に回答され  

ているのが特徴的である。  

この要因には、面接とい  

う状況では求職者の作業  

図11記述回答から読み取った  

資格免許取得の是非  
事業所から要求される求職者に必要な資質  

40  

30  

20  

10   

0  
、「「 ．＿… ．  

の♂p㌔の諌♂  

スキルを判断しにくいため、面接時に判断できる事項の回答が多くなっているものと思われる。   

また、l雲110は事業所が求める知的障害のある求職者の資質（作業スキル等）についてま  表1 知的障害のある人が資格所持で得られる効果  

とめた。職業能力的要素や社会的要素、生活的要素が高い一方、着l恨点では回答の少なかっ  

た作業能力的要素と精神的要素（※3）が高くなっていることがわかる。これは、事業主に  

とって、面接時には確認が困難な作業能力や、雇用後、職務に就く中で徐々に把握できる精  

神的要素について、就労する上では当然求められるものであり雇用を決定付けるためには重  

要な事項である、とハローワーク担当者は守り断しているものと考えられる。  

※図9、1Dについて、記述回答の内容を図中の項目に分類した。なお、分頬項l≡lの詳別lは以下の通り  

である。  
※1，作業能力的要塞 （信頼性■確実他・生産性・技能習得力）  
※2，職業能力的要素 （会話力・意′馴云速力・状況判断力・指示理解力・持続ノい体力・安全への認  

識・身体的条件など）  
※3．摘判l的要素（情緒の安定・就労意欲・根気・集中力・忍耐力‥構えなど）  

※4．社会的要素 （社交性・適法性・協調1q三・自主他三・墓守任感・礼儀・明朗さなどの性格的要素）  

※5．生活的要素 （生活習恨・身だしなみ・舶累感・身辺自立・健康への配慮など）  

⑧知的障薯のある人の資格免許取得の是非  

図t1は、知的障害のある人が資格や免許を取得することについて、ハローワーク担当者から得た記述回答をもとに、資格免許取得の是非に関わる記  
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調査報告書：まとめと考察編  

5．調査の考察と今後の展望   

この調査では、知的障害のある人が様々な資格免許を取得することについて焦点をあて、知的障害のある人が就労に至るまでのステージの中で利用、  

在籍する機関等に対し調査票を配布した。回答は各方面から総数549件を得て、それぞれの回答を「訓緋教育系」「就業支援系」「学校教育系」「知的  

障害のある本人」「事業所」「／＼ローワーク」に分頬し集計した、以下、本章のまとめとして知的障害のある人の資格免許の取得に関して考察するとと  

もに、これからの知的障害のある人が資格や免許を取得することに対し、取得環境の整備並びに我々支援者の意識改革とともに社会的な啓蒙・啓発に  

関わる展望を述べることとする。  

①資格免許の取得実櫨   

本人回答の集計結果で見れば、仕事をするにあたって必要な資格免許の所持者は、訓練教育系が72人（47％）、就業支援系が12人（50％）、学校教  

育系が13人（24％）という結果（2一図4参照）で、必ずしも多くの人が取得しているとは言いがたい結果が明らかになった。さらに、事業所回答の  

結果から（3一図5参照）、職務遂行する上での必要資格の問いに「必要資格はない」と回答している事業所が全イ木の86．2％と、職務に従事する上で  

は掛こ資格の有無を問わない事業所が多い。これには、調査対象が重度多数雇用事業所協会の会員事業所であるため、会社設立当初から障害のある人  

の業務に単純反復的要素が多く含まれる作業や、技術的に高い技能を要求されない職務を抽出し知的障害のある人の職務として選定したために、結果  

的に「資格の必要はない」という結果が高くなっているものと考えられる。   

一方、訓練教育機関や学校教育機関、就業支援機関の回答による資格免許の所持者の状況を見ると、三形態の合計2，301人が取得した実損があり、  

中でも、就業支援系の取得者38人を除けば、98．3％の取得者が訓練教育・学校数育系機関の利用者・生徒であることがわかる。また、これらの資格免  

許の取得理由は、訓練教育系と学校数育系では「就職するために必要」が最も多い理由として挙げられており、前述の事業所回答の必要資格に関する  

集計結果とは違い、資格免許の所持は就職に有利になると考えている人が多いことを言売み取ることができる。しかし、「施設・学校の先生や指導員にす  

すめられた」「親や家族のすすめ」（2一図6参照）も挙げられていることから、「就職に有利になるので取得するほうが良い」と、関係者の意見などの  

影響力も強いことがうかがえる。   

この結果から、資格免許の所持について事業所の考え方と訓練や教育関係機関の考え方、それに合わせて本人の資格免許取得にのぞむ考え方には「必  

要ない」ととらえる覇業所と「必、要、有利」ととらえる本人及び本人を取り巻く関係者の捉え方には大きな違いを読み取ることができる。  

②取得・所持する資格免許の種類   

本人や本人を取り巻く関係機関等は就職に有利とするために、どのような資格免許を取得しているのか、また取得を勧めているのかについて、本人  

回答（2一図5参照）と、訓練教育系や就業支援系、学校教育系の機関の回答によれば、（1－図8．9．10参照）「普通自動車免許」、「ヘルパー資  
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